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『アーサー王の死』（Le Morte d’ Arthur）がトマス・マロリー（Thomas 
Malory, 1399-1471）によって集大成された 15 世紀後半には、宗教改革など
によりイギリスを含むヨーロッパ地方の社会が非常に混乱していた。宗教的
な価値観の変化に伴い、当時の生活の中心ともいうべき信仰の面は不安定な
状態だったと考えられる。また、科学の発展に伴い、それまでの社会で当然
と考えられてきた物事の見方や捉え方が変わってきた時代でもある。騎士は
次第に肩書きとなり、魔法使いは迫害されはじめた。
そのような時代の下で集大成されたにも関わらず、この物語では騎士や魔
法使いが活躍し、多くの奇蹟や魔法が描かれる。マロリーは、価値観や宗教
観が変化する時代において、敢えて既に過去となりつつあった中世の超自然
的現象を主題とした。このことにはどのような意味があったのか。本論文で
は、作品に描かれる超自然的現象の分類と分析を通じて、それらが作品の中
でどのような役割を果たしているのかについて考察する。
第 1 節では、作品が集大成された時期のヨーロッパにおいて、超自然的現象
がどのように受容されていたかについて考察する。第 2 節では、作中に登場し
た超自然的現象をまとめ、その分類を行う。そして、どのような現象が物語に
描かれているのかについて分析していく。第 3 節では、作中における超自然的
現象について、それらが物語にどのような影響を与えているかを考察する。
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本節では、15 世紀後半のヨーロッパの人々が超自然的現象に対してどの
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ような認識を持っていたかについて明らかにする。
現代において、超自然とは自然の理を超越した神秘的な様を指し、超自然
的現象はそのような神秘的な現象のことを指す。しかし、中世の教会は、超
自然的現象を奇蹟と魔法としてはっきりと区別した。すなわち、神や教会が
人々の嘆願を聞き入れて起こす超自然的現象が奇蹟であり、それ以外の超自
然的現象が魔法である。教会は、奇蹟に関しては容認しており、超自然的現
象を使った治療を人々への宣伝にも利用した。信仰を中心として築かれた社
会の人々にとって、教会はほぼ絶対的な存在であったと言ってよく、その教
会が起こす超自然的現象である奇蹟を人々は信じていたのではないだろう
か。
奇蹟と区別された魔法に関しても、15 世紀以前から人々に受け入れられ
ていた。奇蹟の場合、神が嘆願を聞き届けた場合にしか超自然的力による結
果が得られないのに対し、魔法は呪文などによって無条件に結果をもたらす
ことができるとされていた。そのため、人々は教会で嘆願をするのとは別に、
問題の解決を魔法使いに依頼することが多かった。キース・トマス（Keith 
Thomas）は、『宗教と魔術の衰退（上）』（Religion and the Decline of Magic. 
1986; 邦訳 1993）の中で、「病気や怪我は体内に存在する異質のものであり、
呪文を唱えたり、悪魔祓いをしたりして追い出さなくてはならない」1 とい
う考えが一般的だったことを指摘している。人々は生活上の問題解決を魔法
に頼り、それらを身近なものとして捉えていたと考えられる。
ところが、15 世紀後半頃から魔女狩りが始まったことによって、人々と
魔法との関係は変化していった。魔女狩りが始まった直接の理由は明らかで
はないが、同じ時期に宗教改革が起こっていたことから、社会の不安定さが
魔女狩りを後押ししたと考えられる。教会はこの活動において、魔法は悪で、
これを根絶させねばならないという立場を明確にした。そのため、魔法使い
達が告発され、人々は魔法使いに近づき難くなったと考えられる。それまで
共存していた魔法という超自然的現象からも、少なくとも表向きは、距離を
置かざるを得なかっただろう。このような環境下において人々の価値観も次
第に変化していったことは、想像に難くない。
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また、マロリーが作品を集大成した 15 世紀後半の科学や物質文化も人々
の価値観の変化に影響を及ぼしたと考えられる。この頃には、高炉法によっ
て製鉄された武器や紡錘車などを導入した方法で作られた毛織物が出回って
おり、製品をより早く、そしてより多く生産する技術や産業が既に始まって
いた。それまでの超自然的現象に頼った方法ではなく、技術や科学を利用し
た方法が確立されつつあった。それに伴って、人々の生活は確実に変化して
いったと考えられる。
奇蹟や魔法といった超自然的現象は、人々にとって確かに身近であり、生
活の一部を成すものだったといえる。しかし、時代が進むにつれて人々を取
り巻く環境は変化し、技術が発達し、宗教的な価値観の変化が訪れた。15
世紀後半には既に魔女狩りが頻繁に行われつつあったことからも、特に魔法
や魔法使いの存在の大きさは、人々の生活の中で変化していったのではない
かと考えられる。
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本節では、作中に描かれる超自然的現象の分類と分析を行う 2。この論文
における超自然的現象とは、現代における超自然的現象の他に、魔法使いや
超自然的存在の介入によって引き起こされた現象も含める。
まず、作中における超自然的現象を表Ⅰ（付録）にまとめた。表Ⅰの通し
番号はテキストにおける現象の出現順に基づくものである。表から分かるよ
うに、分析を行った作中の範囲で超自然的現象は 73 回描かれている。その
うち、奇蹟が 6 回、魔法は 67 回である。奇蹟よりも魔法が多く描かれてい
ることから、ここでの中心的な超自然的現象は魔法であると言える。また、
超自然的現象を起こす者として神やキリストを除いて少なくとも 9 人が登場
している。マーリン、モルガン・ル・フェイ（Morgan le Fay）、ニミュエ （Nimue）、
グウィネヴィア王妃（Queen Gwinevere）、アヴァロンのライル婦人（Lady 
Lyle）、ライル婦人の予言を受けた乙女、小人、ベイリンに予言を与えた白
髪の老人、魔術師ヘラウェス（Hallewes the Sorceress）がそうであり、それ
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ぞれ魔法を使うことが明記されている。さらに、物語の超自然的現象に最も
多く関わっているのはマーリンで、35 回である。
物語に登場する奇蹟と魔法には決定的な違いがある。奇蹟は制裁として人
に害を与える場合を除いて、個人の利益に左右されずに起こる現象として描
かれる。しかし、魔法は、登場人物や状況に良い影響を与えるだけでなく悪
い影響を与えるものとして描かれている。実際には、マーリンなど、魔法を
使う人物であっても主人公のアーサー王を助ける者はおり、魔法が完全な悪
として描かれる訳ではない。しかし、アーサー王はモルガンなど、魔法使い
として描かれる登場人物に命を狙われている描写がある。この描写は、魔法
が悪の側面を持つという印象を強めている。物語の中では、魔法は悪の側面
も持つ存在であり、そのような側面が全くないものとして描かれる奇蹟とは
対照的な存在であるといえる。
そして、表Ⅰから作中に登場する超自然的現象の特徴として、5 つの特徴
が見られる。
①　超自然的力によって、人や物の状態、または環境が変化する。
②　特定の人物や土地に対して予言を行う。
③　 超自然的力によって、武器や装飾品に通常の効果以上の効果を付与す
る。
④　魔法使いが自身や他人の姿形を変える。
⑤　 超自然的力によって、人が突然姿を消したり、別の場所に姿を現した
りする。
表Ⅱでは、これらの特徴に従って表Ⅰで挙げた超自然的現象を分類する。
尚、表Ⅱにおける番号は、表Ⅰで示した通し番号を使用する。
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表Ⅱ　超自然的現象の分類
超自然的現象の特徴 各現象の番号 総数
①超自然的力によって、人や物の
状態、または環境が変化する。
4、6、7、8、18、20、21、23、
25、26、47、49、50、51、52、
53、54、56、57、58、62、65、
66、67、70、71、72
27
②特定の人物や土地に対して予言
を行う。
5、9、10、13、14、16、17、
19、22、24、27、28、29、30、
31、33、34、35、37、39、41、
42、44、45、46、48、59
27
③超自然的力によって、武器や装
飾品に通常の効果以上の効果を付
与する。
12、36、38、43、61、64、68、
69、73
9
④魔法使いが自身や他人の姿形を
変える。
1、3、15、63 4
⑤超自然的力によって、人が突然
姿を消したり、別の場所に姿を現
したりする。
2、11、32、40、55、60 6
※各現象の番号は表Ⅰの番号に準ずる。
表Ⅱを見ると、物語に登場する超自然的現象の中には、現実の世界で魔法使
いによって起こされていたものとそうでないものがあることが分かる。①の
特徴を持つ超自然的現象は、教会に嘆願することや民間の魔法使いに依頼す
ることで実際に行われていた。現実の世界で使用されていたものとしては、
呪いや怪我の治療などがこの特徴に当て嵌まる。②の特徴である予言も同じ
く、民間の魔法使いによって頻繁に行われていた。③の特徴を持つ超自然的
現象については、教会における聖遺物などにまつわる記録が見られる。反対
に、④や⑤の超自然的現象は、日常的に使われていたものではなく、あくま
で物語にのみ描かれた現象である。
物語では超自然的現象が登場人物の行動や運命を左右し、後の展開につな
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がる事も多い。今回分類を行った範囲だけでも多数のそのような例が見つ
かったことから、超自然的現象は重要な要素として描かれているといえる。
これらの現象がどのような描かれ方をし、また物語自体にどのような影響を
与えているのかについては次節で考察していきたい。
3????????????????
本節では、『アーサー王の死』に描かれた超自然的現象が物語でどのよう
な役割を果たしているかについて考察する。
分析を行った範囲において、奇蹟よりも魔法の登場回数が多く描かれてい
ることについては先に述べた通りである。また、第 1 節において、マロリー
が物語を集大成した以前の人々は魔法を身近な存在として受け入れており、
魔法が悪の側面のみを持つ存在として考えられてはいなかったことについて
述べた。物語中における魔法も、必ずしも人に害を与えるだけのものとして
描かれているわけではない。以下はその例である。
So Merlyn went unto kynge Authur and told hym how he had done and 
badde hym fere not, but come oute boldly and speke with hem, and spare 
hem not, but ansuere them as their kynge and chyvetayn, ‘for ye shal 
overcome hem all, whether they wille or nylle.’（18） 
And ye shalle be lyke the duke her husband, Ulfyus shal be lyke syre 
Brastias, a knighte of the dukes, and I will be lyke a knyghte that hyghte syr 
Jordanus, a knyghte of the dukes. （9）
Therwithal Ulfius was ware where Merlyn stood at the porche of the 
pavelions dore, and thenne Merlyn was bounde to come to the kynge. （8）
一つ目の例は、戦場でマーリンがアーサー王に、敵と話し合う際の注意点
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について、予言を交えて説いたものである。ここでの予言は、完全に助言の
役割を果たしている。表Ⅱで同じ特徴を持つとして分類した現象は、表Ⅰの
39 を除いて全て助言の役割を果たしている。39 の現象も、これから起こる
出来事を伝えるのみで、害を与える目的がある予言ではない。
二つ目の例は、ユーサー王の願いを叶える為にマーリンがかけた変身の魔
法である。これによってアーサー王を誕生させるという意図があった。表Ⅱ
で変身の魔法として挙げたもの全てが、害を与える目的で使われたものでは
ない。
三つ目の例は、ウルフィウス卿に頼まれ、ユーサー王に謁見する約束をし
たマーリンが、ドアの前に姿を現す場面である。物語の中で移動手段として
使われており、表Ⅱで同じ特徴に分類したもの全てに対して、同じ事がいえ
る。
これにより、物語で使用された魔法は必ずしも悪とは言えないことが分か
る。加えて、変身の魔法をかけられたユーサー王やウルフィアス卿、予言を
受けたアーサー王などがその行為自体に驚いた様子は描かれない。反対に、
それらを受け入れている様子は物語中に多く描かれている。以下はその例で
ある。
‘I thanke you for your good courage; but wil ye al that loveth me speke 
with Merlyn?…And whan he is afore you I wold that ye prayd hym hertely 
of his best avyse.’ （19）
宣戦布告をされたアーサー王は、どうするべきかを側近達に相談する。その
中で、彼は側近達がマーリンから助言を得るように頼むのである。物語の中
で、登場人物が予言を助言として得る場面は他にも描かれる。以下の例は、
冒険をするベイリンとベイランが道中でマーリンを見つけ、その予言を得よ
うとする場面である。
‘A,’ seyde Balyne, ‘ye ar Merlion. We wollbe ruled by your counceyle.’ 
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‘Com on,’ seyde Merlion, ‘and you shall have grete worship. And loke that 
ye do knightly, for ye shall have nede.’ ‘As for that,’ seyde Balyne, ‘dred 
you nat, for we woll do what we may.’（73）
このことから、物語の登場人物達にとって魔法は決して珍しいものではなく、
時には人々が必要とする存在として描かれていることが分かる。
人々が生活の中で魔法に頼るという構図は、マロリーが物語を集大成する
以前のヨーロッパの風景に通ずるものがある。
しかし、第1節でも述べた通り、物語が集大成された15世紀後半のヨーロッ
パは近世と中世の狭間にあった時期である。超自然的現象としての魔法が
人々の生活の一部として機能していた時期とは言えない。しかし、マロリー
はこの中世的な要素としての超自然的現象を物語に残している。作中での魔
法は、魔法や魔法使いが迫害される以前の、人々と魔法が共存していた世界
を描くための要素の一つとして使用されていると考えられる。これは、マロ
リーの中世への懐古心を少なからず表しているといえるのではないか。
物語の中で、魔法が必ずしも人に害を与えるだけの存在として描かれてい
る訳ではないことは先にも述べた。しかし、作中に奇蹟としての超自然的現
象も登場するため、魔法は悪としての側面も描かれている。以下はその例で
ある。
And so the kynge made to putt hit upon hir.  And forthwithall she fell 
downe deede and never spoke worde after, and brente to cloys. （157）
モルガン・ル・フェイからマントを贈られた際に、彼女が自分を殺そうとし
ていることを疑ったアーサー王は、マントを持って来た乙女にそれを着せて
呪いがかけられているかを確かめる。マントを着せられた乙女は、呪いの魔
法のために焼け死んでしまう。この他にも、表Ⅰの 53、54、56、57、58 な
どは、アーサー王やその側近を陥れようとした魔法として描かれている。こ
の場合の魔法は、奇蹟と相対する存在で、呪いなどの害を与えるものである。
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悪の側面を持たない魔法や、それを受け入れる人々の姿が描かれているだけ
に、魔法が否定的に描かれていることについては少なからず矛盾が生じてい
ることが分かる。
第 1 節で述べたように、物語が集大成された 15 世紀後半の社会では、既
に教会が奇蹟と魔法をはっきりと区別していた。このような社会の下で魔法
という超自然的現象を描くにあたり、有害な側面を排除して魔法を表現する
ことは困難であったに違いない。これは、魔法が否定されつつある社会の様
子と、教会こそが正しく、奇蹟は善であるという 15 世紀後半のカトリック
教会の主張を反映して描かれたものではないだろうか。
最後に、分析を行った範囲において最も多く超自然的現象に関わったマー
リンの存在について考察したい。マーリンは、主人公であるアーサー王の誕
生にも関わっており、物語の重要な鍵となっている。しかし、そのマーリン
が物語の主軸から姿を消すのは序盤である。
マーリンは、自身の最期が以下のようになるということを予言している。
So on a tyme he tolde to kynge Arthure that he scholde nat endure longe, 
but for all his craftes he scholde be putte into the erthe quyk. （125）
物語の始まりから魔法によって身を立て、功績を残してきたマーリンだが、
その最期は自分が夢中になった女性である湖の貴婦人ニミュエに魔法の洞窟
に閉じ込められるという、予言通りのものである。つまり、マーリンは魔法
によって身を滅ぼす存在として描かれている。
ジェフリ ・ーアッシュ（Geoffrey Ashe）は『イメージの博物誌 23 アーサー
王伝説―黄金時代の夢』（The Discovery of King Arthur. 1985 邦訳；1992）の
中で、『アーサー王の死』が、「より苛酷で善悪をより截然と区別する中世的
キリスト教の文脈から描き出されたもの」3 だと述べている。物語の中で最
も多く魔法に関わるマーリンは、いわば物語の世界における魔法を象徴する
存在である。奇蹟と魔法を善悪で区別する 15 世紀後半の社会において、マー
リンの最期は、教会が理想とした魔法の最期なのではないだろうか。
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本論文では、マロリーが集大成した『アーサー王の死』に描かれる超自然
的現象が、物語にどのような役割を果たしているのかについて、分析と考察
を行った。
物語が集大成される以前の社会では、奇蹟と魔法の両方が人々の生活の一
部として受け入れられていた。しかし、物語が集大成された時期以降は、社
会の混乱によって、魔法は奇蹟に対する完全な悪として排除されるように
なっていった。また、科学の発達による生活形態の変化から、人々は次第に
魔法から遠ざかっていった。しかし、物語には奇蹟や魔法が頻繁に描かれ、
登場人物にも完全に受け入れられている。また、物語の中でしか使われない
変身や姿を消すといった魔法だけでなく、実在の魔法使いが使用していた治
療や祈祷、予言なども描かれていることが分かった。前にも述べたように、
人々と共存していた魔法が描かれることは、マロリーの中世への懐古心の表
れと言えるのではないか。
しかし一方で、物語が集大成された 15 世紀後半には、社会的に魔法が否
定されつつあった。今回扱った範囲において、最も多く超自然的現象に関わっ
たマーリンは、魔法によって破滅する。これは、神やキリストが介入する奇
蹟は必ず善であるが、魔法は悪であるという、キリスト教会の主張を反映し
た形であると考えられる。この物語におけるマーリンの破滅自体が、魔法を
悪とする社会の風潮と、過去になりつつあった中世的な概念の衰退を暗示し
ているのではないだろうか。
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付録　
表 Ⅰ　作中における超自然的現象
番号 現象の内容 現象を起こした人物、物 備考
1 He mette Merlyn in a beggars aray Merlyn 魔法
2 Therwithal Ulfius was ware where Mer-
lyn stood at the porche of the pavelions 
dore,(8)
Merlyn 魔法
3 ye shalle be lyke the duke ofher hus-
band, Ulfyus shal be lyke syre Bras-
tias…a knyghte of the dukes.(9)
Merlyn 魔法
4 God and I shalle make hym to speke.
(11)
God, Merlyn 奇蹟
5 that was borne on that nyghte, that He 
wold of His grete mercy shewe some 
mylacle,…who shold be rightwys kynge 
of thes reame.(12)
Merlyn 魔法
6 There was sene in the chircheyard ayenst 
the hyhe aulter a grete stone four square, 
lyke unto a marbel stone, …wryten in 
gold about  the swerd that  saiden 
thus;(12)
Jesu 奇蹟
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7 all the lords wente to beholde the stone 
and the swerd…but none might stere the 
swerd nor meve it.(12)
Jesu* 奇蹟
8 he handled the swerd by the handles, 
and lightly and fiersly pulled it out of 
the stone,…and delyverd hym the swerd.
(13)
Jesu* 奇蹟
9 for ye shal overcome hem all, whether 
they wille or nylle.(18)
Merlyn 魔法
10 Ye were better  for  to stynte,…so 
many(18)ｌ33
Merlyn 魔法
11 With that Merlyn vanysshed awaye and 
came to kynge Arthur and bad hym set 
on hem fiersly.(18)
Merlyn 魔法
12 Excalibur, but it was so bryght in his en-
emys…and slewe moche people. (19)
Excalibur 魔法
13 For yonder a eleven kynges at thys tyme 
woll nat be overthrowyn,…and they 
shall encres.(36)
Merlyn 魔法
14 For thes eleven kyngis shall dye all in 
o n e  d a y … o f  t w o  v a l y a u n t e 
kyghtes,’(40)
Merlyn 魔法
　
15 Ryght so com by hym Merlyon lyke a 
chylde of fourtene yere of age and … he 
was so pensyff.(43)
Merlyn 魔法
16 he shall abyde with you the terme of hys 
lyff.(46) 
Merlyn 魔法
17 thou arte more nere thy deth than I am…
and God be nat thy frende.(49)
Merlyn 魔法
18 And the rewi th  Mer l ion  cas te  an 
inchauntement on the knight, that he 
felle to the erthe in a grete slepe.(51)
Merlyn 魔法
19 he shall have two sonnes that shall be 
passyng good men as ony lyvynge:（51）
Merlyn 魔法
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20 An arm clothed in whyght samyte, that 
helde a fayre swerde in that honed.(52)
arm 魔法
21 they saw a damesell goynge upon the 
laake.(52)
Lady of the Lake 魔法
22 Also ye shall se that day in shorte space 
that ye shall be right glad to gyff hym 
youre syster to wedde for hys good 
servyse.(53)
Merlyn 魔法
23 Merlion had done suche a crauffte unto 
kynge Pellinore [that Pellinore] saw nat 
kynge Arthure, and so passed by with-
oute ony wordis.(54)
Merlyn 魔法
24 for Merlyon tolde kynge Arthure that he 
sholde destroy hym and all the londe 
shoulde be borneon May-day.(55)
Merlyn 魔法
25 I may nat be delyverde of thys swerde 
but by a knyght, and he muste be a 
passyenge good man…withoute treson.
(61)
Lady Lyle 魔法
26 Than Balyn toke the swerde by the gur-
dyll and shethe and drew hit out easy-
ly,…pleased hym muche.(63)
swerde 魔法
　
27 ye shall sle with that swerde the beste 
frende that ye have and the man that ye 
moste love in the worlde, and …shall be 
youre destrucction.(64)
damsell 魔法
28 with that swerde he sholde sle hys broth-
er.(68)
Lady Lyle 魔法
29 And truste well, Balyne, the kynne of 
thys knight woll chase you thorow the 
worlde tylle they have slayne you.(71)
Dwarff 魔法
30 in this same place the grettist bateyle be-
twyxte two [knyghtes] that ever was or 
ever shallbe, and the trewyst lovers;(72)
Merlyn 魔法
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31 because of the dethe of that lady…the 
knyght shall nat be hole of that wounde 
many yerys.(72)
Merlyn 魔法
32 Therewith Merlion vanysshed away sud-
deynly,…their leve of kynge Marke.(73)
Merlyn 魔法
33 and ye shall have grete worship.(73) Merlyn 魔法
34 [For to-morn] the oste of kynge Nero…
woll sette on you or none with a grete 
oste.(75)
Merlyn 魔法
35 for he knew well that…at the first batay-
le, kynge Arthure had be slayne and all 
hys peple distressed.(76)
Merlyn 魔法
36 a tapir of wexe in hir honed that brente 
nyght and day.(78)
Merlyn 魔法
37 Mordred hys owne sonne sholde be 
agaynste hym.(79)
Merlyn 魔法
38 So whan Balyn saw the spere…the cas-
tell brake rooffe and wallis and felle 
downe to the erthe.(85)
spere 魔法
槍を
経由
39 thow passyst thy bandes to come this 
wayne, therfor torne ageyne and it will 
availle the,’(88)
Old hore gentylman 魔法
40 he vanysshed awey anon.(88) Old hore gentylman 魔法
41 Launcelot…shall sle the man in the 
worlde that he lovith beste:(91)
Merlyn 魔法
42 For he warned hym that Launcelot 
scholde love hir,and sche hym agayn…
to the aventures of the Sankegreal.(97)
Merlyn 魔法
43 There shall no man sitte in tho placis but 
they that shall be moste of worship.(102)
The Round Table 魔法
44 he shall be destroyed…shall have no 
felowe.(102)
Merlyn 魔法
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45 ye shall se youre beste frende fayle you 
whan ye be in the grettist distress that 
ever ye were othir shall be.(120)
Merlyn 魔法
46 He tolde…that he scholde nat endure 
longe,(125)
Merlyn 魔法
47 Merlion wolde have had hir prevayly 
away by his subtyle crauftes.(125)
Merlyn 魔法
48 yonge Launcelot shall within this twenty 
yere revenge you on kyng Claudas…of 
the worlde.(126)
Merlyn 魔法
49 And by weyes he shewed hir many won-
dyrs… into Cornuayle.(126)
Merlyn 魔法
50 a roche whereas was a grete wonder and 
wrouoght by enchauntement that went 
undir a grete stone.(126)
Melyn 魔法
51 she wrought so there for hym that he 
come neber oute for all the craufte he 
could do…and leffte Merllyon.(126)
Nenyve 魔法
52 he founde a braunche of holy herbe that 
was the signe of the Sancgreall, and no 
knyght of founde no suche tokyns…of 
prouesse.(132)
God* 奇蹟
53 the shippe cam right unto them and 
landed on the sandis.(137)
Morgan le Fay * 魔法
54 there suddeynly was aboute them an 
hondred torchis sette upon all the shy-
ppe-bordis, and hit gaff grete lyght.(137)
Morgan le Fay * 魔法
55 And therewithall there come twelve 
fayre damsels…have of the beste.(137)
Twelve fayre damsels* 魔法
56 And on the morne kynge Uryence was 
in Camelot…Morgan le Fay.(138)
Morgan le Fay* 魔法
57 And whan kyng Arthure awoke he 
founde hymself in a durke preson,…of 
wofull knyghtes.(138)
Morgan le Fay * 魔法
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58 whan he awoke he founde hymself by a 
depe welles syde within half a foote, in 
grete perell of deth.(140)
Morgan le Fay * 魔法
59 ye shall fight to-morne wyth a knyght at 
the houre of pryme.(140)
Morgan le Fay 魔法
60 com the Damesel of the Lake into the 
felde that put Merlyon undir the stone.
(142)
Nenyve 魔法
61 Accolon was so bolde because of Exca-
lyber that he wexed passyng hardy.(143)
Excalibur 魔法
62 by the damesels inchauntemente the 
swerde Excaliber fell oute…that hit was 
his swerde Excalyber.(144)
Nenyve 魔法
63 she shope hirself, horse and man, by 
enchauntemente unto grete marbyll sto-
nys.(151)
Morgan le Fay 魔法
　
64 And forthwithall she well downe deede 
and never spke worde after, and brente 
to colys.(157)
Morgan le Fay 魔法
65 she threw an enchauntemente upon hym, 
and he fell on slepe.(171)
Nenyve 魔法
66 she threw such an inchauntemente upon 
hir that she loved hym so sore…of hir 
mynde.(172)
Nenyve 魔法
67 the Damesel of the Laake made by her 
meanes that neber he had ado with… sir 
Launcelot.(180)
Nenyve 魔法
68 he smote hym ageyne with Excalibur 
that it clefte his hede fro the somette of 
his hede and styneted not tylit cam to his 
breste(223)
Excalibur 魔法
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69 And pryamus toke fro his page a vyolle 
ful of the four waters that came oute of 
paradys…within an houre after they 
were  bo the  as  ho le  as  euer  they 
were(234)
Four waters that came 
oute of paradys
奇蹟
70 I shall put inchauntement upon hym that 
he shall nat awake of all this seven 
owres…my castell.(256)
Morgan le Fay 魔法
71 she hath ordeyned by enchauntemente 
that ye shall never love none other but 
hir…rejoice you;(270)
quene Gwenyvere 魔法
72 thou haddyst kyssed me thy lyff dayes 
had be done.(281)
Hallewes the Sorseres 魔法
73 towched his woundys with sir Gylbardys 
swerde, and than he wiped his woundys 
with a parte of the bloody cloth that sir 
Gylbarde was wrapped in;(281)
swerde, bloody cloth 魔法
※（　）内の数字はページ数を指す。
※ 表中の *（アスタリスク）は、不明なもの、及び明確な記述はないが状況
からその人物が起こしたと推測できるものに付く。
